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角加速度を有する回転円板の変位と歪

　　　　　　　　　　　　　　　（第　6　報）

　　　　　　　　　　　　　竹多勇

　　　　　　　　　　　　（信州大学工学都機械工学科教室）

　　　（・》）

　第5報に於て，厚さが双曲線的に変化する回転円板が角加速度を有する場合円板に生

ずる応力の一般式を求め，又その破損限界曲線を誘導して，比較検討した。本報告では

円板の変形状態を明かにするために，切線方向及び半径方向の変位と円板面内の主歪，

軸方向の主歪を求めた。倫お最大勢断応力と対応させるため最大勢断歪の式を添加した。

　　　　　　　　　　　　　　！　切線方向の変位，η

a）一般の場合

　　　　翫・一G－G（警一読）…一・一・……・一…・一…一……・…一ω

然瓠　一の（由／ω2）｛饗話㌔∠あ（・一・胸・叫・⑱

故に誓一呈一署⑩／・・）催響＋（・当一屍一）（・一1／・・2一唖2｝…（・）

但しGは材料の剛性率で，λ編r／r2である。（3）は線型微分：方程式でその解は，

・囎∫麺〔～邑∫｝血｛一晋⑩／・・）｝｛高州ギザの（・蝉一り・・塵＋c〕

　　　　。1÷・・一。e一∫｝d宴を代入して積分す、、，

　　　　　　　　　　　　　r

・一一（醐）｛（漏（（藷毒・・毒／＋（漏（・一・伊りぐ毒詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋αr…一………・………・…一…・一（4）

　C／は積分常数である。内周縁r講r1でη＝η1とすると，η1／r1一θ1は円板が車軸に附

着する点の振れ角となる。r濡r1で，η瓢r1θ1なる内周縁条件からC！が定あられる。

α一・・＋弩（由／ω2）〔歯｛（。一1肥ジ貌・｝＋（2㌦）（・岬一り

　　　　　　　　　〕一一………・一………一…………………・一…一（・）　　　　　．L
　　　ぐα一2）泥朗2

⑤を（蜀に代入して，任意点の変位ηが求められる。今η／r2＝矛と置くと，

柳＋容（由／ω2）〔犀。）｛σ鰯（鞭一・一・・一導師・一・・）｝

　　一（。窪、）・（1一／η2一りλ（1／ηα一2一λω一2）〕一一・一・・一一・・⑥
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　r＝r2では矛＝η2／r2＝θ2でクλ＝1と一置いて，

鯛・一・・一容＠／・・）〔て、妾の｛（。i』う・（・／・・一・一・）一告（・／・2一・）｝

　　　一ぐ。竺、）評雛義1）2〕……・…・………一……一………・・一…一（・）

第　1　図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω，

　θ1．2は円板の内外両周縁の相対潤れ角である。（第1図参照）

b）特別の場合，α識0

　一定厚さの円板については，一般式㈲，（7）中にα＝0と’置いて求められるQ

柳ぞ（め／ω2）．§〔λ（三一・・2）一・（轟一夙・）一・・（・岬）・G細・）〕

　　　．…．…………………………………………………・…・……・………・……………（8）

θ1．＿・1一・・一三＠／・2）壱〔（・一・・2斗2）一・・（・・一・）・／・2〕一…一・一⑨

c）　α謀2の場合

　τr．θは一般式が適用されぬから，ηは別に求めねばならぬ○

　　　　　　　　一一・・⑩／・・）佳（レ・・）＋・1・9・｝…一……・一一…・㈲

（麟いて，言鐸一一伽・）佳（・一・・）＋蜘｝一・…一一一・・⑪

麟・して・・一一（・／・・）謄（1・望一r2／・…）＋・・1・9・・1・経｝C争一㈱

　（a）の場合と同様の内周縁条件を用いて，C／が定められる。

　　　　　　・・一・・÷ぎ＠／・・）｛告（1・9・・一・／…）＋・1・9・…呵・………・㈲

　⑬を⑫に代入して，

・一…＋鴛（岬）〔る一｛1・9醐）一豊一一・・）ト…1・毅・1・g（・／…）〕…⑭

・…一・・＋魯’⑩／・・）〔告｛1・g（・／1・）一差．（・／…一・）ト・（1・9・）・〕一…・一⑯

d）　α＝4の場合
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　α嵩2の場合と同様ηは別に求めねばならぬ。

（169）27

　　　賑・一一・・⑩／・2）｛一・21・9・＋餐（・2一・）．・2｝一・…・一…一…一・……⑯

　（1）を用いて次の微分方程：式を得る。

　　　塞一・／・一一（・／・・）｛一・…9・一膳＠2一・）・・｝一・・………一……・・一㈲

　⑰の解として，

　　・一一弩（・／・・）・｛一1・9・＋か餐（・・2一・）｝翌＋C・r・……・一…一一…・・⑱

　（a）と同様，内周縁条件を用いて，Cノが定められる。

　　Cノー・・＋容（ψ2）孟，｛一1・g（・／・）＋髭（・・一・）｝…・…一…一…⑲

　⑲を⑱に代入して，

矛一…＋奪（・／ω2）｛挿・1・9・一轟1・9（・／・）＋書（・／・2一・・）

　　　＋餐◇・2－1）λ（ユー／η2一λ2）｝……………一・一……………・……一……⑳

θ1・　・・＋容（由／ω2）叡轟1卿＋参・／・・一・）一乞傷，（・・一・）・｝…一…⑳

　　　　　　　　　　　　　2，半径方向の変位，ξ

a）一般の場含

　　　　ξ凱Blrφ1十王ミ2rφ2十ar3　……・………◆……・………◆・………・………………¢⇒

　　　　　　但し・一譜｛，瑠旗一可一・一一…一・一…㈲

　B1，　B2に第5報の⑲，⑳を代入し，叉ξ謂ξ／r2と置いて，

ξ畜蘭書主箒為〔ぐ轟翫｛翫あ（・／・・φ・一・一／・2）

　　　＋～鋤（・／・2一／押｝＋ゼ。）（・一・一・）鑑覇・。き、穿・・

　　　　　一誌勃・試・、｝謄・遥諮鵜｝一一一一・一一…⑭

　内周縁r＝r1でλ篇1海，ξの値を亀とすると，

ξ・一 O嘉≒曹鎧！痴諜癬，）｝｛ぐ詰り（1海ω一2←1／πφ1縁）

　　　＋て誹り（ユ／πφ2＋1－1／バー2）｝＋（旙め・q認∫う｛ぐ詰一が砺漏｝〕

　　　　　一E毒蟻鴛葺）｝ラ，、一・…・一一・…一・一・…一…一・一・……㈲

　外周縁r騙r2でλ凱1，ξの値ξ2とすると，
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ξ・一壷≒甥≡1）〔｛諜撰。）｝｛ζφ、～巧（・牌一L・／’・2）

　　　＋（φ、覧。）（工加2－1／η，φ1｝ユ）｝＋（，善。）・（・…吻1ζφ、＋。1。φ，一・

　　　　　　一（φゑ午脳L・｝〕一二8㌻窒翁｝一一…・…・一………・……⑫の

b）　特別の場合，α錦0

　一定厚さの場合はα瓢0で（a）の諸式中にα＝0と置いて求められる。

ξ一σ’（ヒ許～〔㍗｛ζf錫（・÷・／噸、蔵鹸，｝

　　　＋多｛・／（1＋り＋ぐFふ、λ、ドi（1ぎ登塑・・…一一・……一………・…働

ξ・一亟塩些）陣翻｛σ義（1十ユ／η，2）十ユ／（！一ン）｝＋須・／（1＋り＋・／（1一・）｝〕

　　　一（1蕊超堕…・一一・・一………一・…………∴・一・一一………・…㈱

ξ・一¢t㌣う〔警㌔｝、）（・＋1励＋（iこ婦＋…多｛ユ／（恥＋（毒，｝〕

　　　一¢繕ず）・…一……・一…・一・一・…一…・一…・一一………・一㈲

c）　α踏2の場・合

　B1，　B2の値は一方式が適用されない。第5報（53），（54）を②に代入し，且つφ1，φ2は

第5報（52）を用いてξが求められる。

ξ一 m訣cご二二・）〔要書記1群あ（・／融一・一・／の．

　　　＋諺畠（・／・2一暁・）｝抽g・痛掌琳rf磁糠制．・｝〕

　　　　　」■茎ぎ塑一……・・一一一…・・…一一一…・一…一……⑳

　ξ1一＝翫夢（四王」£三＝煮暴書一二1）〔ぎぞi≒…毫｝）｛てφf㌔ジ）（ユ／・zω一2－1／几φ1＋1）

　　　＋（嘉）（1加φ2臓一ユ海α　2）｝＋纏｛・／（φ囲一・／（φ・＋り｝〕．

　　　　　ノ12繰詔…・一…・一………∴一・一一……一・・………………㊨り

　ξ2一一E…（九1を1⊆｝ご乱丁2訂）〔醤ξ1　　髭5｛（φ1｝ヲ）（ユ／1τφ2－1－1／π2）

　　　＋構㌢，）（ユ／・2一／凶一’）｝＋・王・9・・〔砺互論幣fζφ、＋。1。、、7・｝〕

　　　　　一Ω老宝辺一一……・一…一……………一・一・…一………㈱

　　　但し・φ・一・＋／2（・＋り，ψ・一・「／2（・＋・）……一・一…・………㈹
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d）　α繍4の：場合

　B1・B2は一般式が適用出来るから，ξ，ξ1，ξ2の値は（a）の場合の諸式中にα＝4と置

けば求められる。

　　　　　　　　　　　　　　3　垂．直歪成分，εrとεθ

a）　一般の場合

　②のξの式からε・，εθは次の様になる。

　　　　・・一設ξ一・・φ・・φ・一・＋・・φ・・φ・一・＋…2…・・一・一……・……・・……㈱

　　　　εθ騙ξ／r漏Blrφ1〔ユ＋B2rφ2一工＋ar2……………・…・・……………・…・…・鉤

・。E／・、一5。，・θE／・、一§、と置き，B、，B、に第層 T報の⑲，偉⑦射心入して，

・稲虫地謡・）〔　（3＋り｛．8一α（3十ン）｝｛濃巧…一郷瞳・一／・・2）

　　　＋（詣・φ2一■（砺2一／…一1）｝＋ζ論）（・一網｛（φ鐸一，）蕩＝1

　　　　　一（誰ヲ5・鍔；1｝〕一ギ諏劉～ヂ・一…一一・…………一嵩

・・一
i（1一ン2）2影α一2ﾎφ1一↓一γ乙φ2－1）〔｛9・副馬？朽縄毒（w・一・一／・・2）

　　　＋誇縞伽2一／納一ユ）｝＋（ノめ（レ・・㊥｛（φi傷箭fコ・i

　　　　　一（φ論戦・・｝h8皇論鴨｝一………一・・一一…一・⑳

δrの内外周縁の値を二女§r．1，δr，2とすると，

爵・・一 i，£≡1蠕轟☆講ま旱レ）｝｛辿り（・／，一・カ・φ・＋・）

　　　＋濃3）（w・＋u／，・・一・）｝＋ぐ2翌め・《㌃鍔璽）｛て濃＝ガ（認㌦う｝〕

　　　　　一処色黒傷ドー・一…・…一…・一一一一・一……㈹

醍・・h謁≡警鐸り〔｛匹窪緯巧｝｛ぐ誰の伽φ・一・一／・2）

　　　＋（φ器ラ（ユ岬一／蕨一ユ）｝子（2臨）（1一・汐2）｛＠ギ践研・

　　　　　一ζ研齢戸｝h8器群ちド・一……………・一…………・…㈹

§θの内外周縁の値を夫女δθ．bどθ．2とすると，

δ・・ド w≡磨謡5〔｛8≦慧1㍉り｝｛て誼レ）（・／一一／…＋・）

　　　＋ζ寅圭二F三フ）（ユ／γしφ2　→一ユー1／ηα一≦≧）｝＋て≠読一）一（≡㌦窪；7弄≧）｛三ご諾＝爾シー（φ三Σ『義一）｝＝｝
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　　　　　つを・｛89識万ドー・一………一・一一…・一・……・…・…㈹

…2一 攝ｾ誤・）〔｛、轟窄レ滅φ飼鯉・一L・励

　　　＋（φ銅（・／…一W・一・）｝＋ζ2竃）（1→・・一・）｛（φ、漏π一・・

　　　　　一（φ、＋。執＝・一｛，ざ宗1崇。）ド…一……一・…一・…一…・細

b）　特別の場合，α識0

　一定厚の円板ではα篇0で，（a）の諸式中にα論0と置いて求められる。

・・一（・一2）〔㍗｛（、÷巧（・＋・／・・2）一（、一赫｝＋引・／（・÷・）一（、毒、、、｝〕

　　　一1λ・（1一・2）一一・……………一・……………・…・・…………・一…・・…働

・・＋・3）〔（3志ン）｛画（エ＋・加2）＋（、一あ。、、、｝＋餐．｛・／（1＋り＋σ＝晶・｝〕

　　　一ぽ（・一・2）一一…・一…一…・…・・一……………・・………一……・一㈹

喬・・＋・2）〔（3考り｛（、率。）（・＋・／・・）孝。）｝僻／（・＋り一／（・一）｝〕

　　　　3（1一レ2）

　　　　　　8箆2

碍・2一（・一2）〔禦｛両（・＋・／・2）一ぐiヨり．五・｝＋者　・／（・＋・）一／（・一）・・｝〕

　　　一3（1まン露）……一・…一…一…・………一・一・一……一…・…・㈹

…1＋・2）〔（3憲り｛（、朝（恥・）＋（、i。）｝＋饗／（・＋・）＋・／（・一）｝〕

　　　一q詳2…・一…・一一・一・一一………・・一一一一・一・㈲

・・…（・一・）〔（3壱ン㌔桑巧・（・勘・）＋σ己洞畷・／（・棚・／（・一）・・｝

　　　一（≒ン2）一一一・……一一一・一一一一・一一一一一・……㈹

c）　α・＝2の場合・

　第5輪53＞，（54）のB1，　B2を剛，㈹に．代入して求められる。

・・一翼ﾓ1讐為〔紹）｛艦縞1（ユ／πφ2弓一／π2）

　　　＋13鍔（エ／γゐ2一／πφド1）｝＋…9・儲幾誤、一（、綜丙≒｝

　　　　　一3（1㌢獲一一…・・一一一一・一一一…・一一…一曾の
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・・血
､生野4）〔菱鴇ろ｛毒li諾）（・／…一・一／・・）

　　　＋て鋸）解一／・・一・）｝＋・剛ぐφ、綜、かぐφ論涛、｝〕

　　　　　　一q±野鍵・……………………………・一……・一一・・一一一・…㈱

銑・一
i　（レン2）九φ1－Lηφ2鞄）〔菱織1ぐ誰巧≡（・／・畔w・＋り

　　　＋（φ編（1／・φ・＋L鞭一2）｝＋…g・藩・｛（濃双φ銅〕

　　　　　　一a⊆掃）一一一・一………………………………・一……………・・働

…一（。、、宅1ゑ，．巧〔£鴇｛て濃巧（w・一…／・・2）

　　　÷ぐ詣（ユ／幽押）｝＋・1・9・神栖、、．・（φ、＋聲蚤、φ一、｝

　　　　　　ユΩ劉）一一一・一一一一・一一一∵一・一一…一働

δ…一
i糾⊆轟F・）〔£皆誌｛ζφ、1レ。）（・／’μ一w1・・）

　　　÷（φ、≒。）（ユ／・φ・㌫ユ／・・一当・…g㌔∴r（φ銅｝≠，〕

　　　　　」翠一一一・一一一一・…一一一…・一一一一・（・・）

δ…一 ､鵠F巧瞬肇島｛ζφ、≒5（1／，zφ2級一／？）

　　　＋（φ，≒巧・・／・2－Wド1）｝＋・1・9・｛てφ、＋爺F、一（研7楓二、｝

　　　　　　巡望・・：一一…・一・…………・一一………・一一…一（52）

　　但しφエ，φ2は㈲で与えられる。

d）　α臨4の場合

　B1，　B2は一般式が適用されるから，ξと同様1こ，（a）の八幡の諸式中に単にα霜4と羅

いて求められる。

　　　　　　　　　　　　　　4　円板面内の主簿，ε1，ε2

a）一般の場合

　ε1，ε2は主応力σ1，σ2から弾性法則に依って求められる。

　　　　　・・遷一・窒，・2一画一・窒一・一一一一・一一・…一・一（53）

今ε1旦／σi＝亀，ε2E／σi漏δ2と置き，第5報（⑳！のσ1，σ2の値を用いて，
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　　　5図！一・）区・＋（1＋り／区・／2＋区・2＠／・2）2・……・一一一一（54）

　　　・・一（1一ン）［ζ1一（1÷レ）／区・・2÷区22期目・・）・…一・一一…一（55）

　／54），（55）中の区1，区1ノ，区2の値は第5報の⑳，㈲，㈲で与えられる。δ1，碗の内周

縁の値を夫女翫bδ2．1と置くと，

　　　・1・・＋躯・＋（・＋り／区・枢22＠ん・）・一…一一一・（・6）

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ε・・1一（1一・）区・《1＋の｝／区・2＋区22＠／ω2）2一・…一一・一（57）

　（56），（57）中の区1，区2の値1よ第5報の⑳，㈱で与えられる。ε1，52，の外周縁の値を

夫ノζ1｝1．2，δ2．ゼとは置くと，

　　　・・．F（・一・）区・組＋り／区…＋解（⑳・）・一・・一・一一一（58）

　　　・・．・一（1一ン）区1一（エー｛一レ）／区・・2＋区22（窃／・・）・一・……・一一…（59）

　（58＞，（59）中の区1，区1！，区2は第5報の㈲，爾，⑳中にλ＝1と・置いて得られる値で

次式で示される。

区・一
・ﾓ、≡鎌Fら〔｛、薯ぎ隔り｝｛（L鵬皐あφ2）（・加2－w一・）

　　　一qナ（り（1÷φ1φ汗レ））（・カμ／…一・・｝＋（、8め（・イー・）｛鵠鴇讐

　　　　　　一1隷罷宏鋤h8踏（1揚ドー・……・一…一一・・…・（・・）

区・・一諸ｶヨ葺皐、ゾ万〔｛郡熟掌り｝｛q孟物評）（・／・・2一／凶一・）

　　　」1モ裟鴇∫言）（馳2－1／…一ユ）｝＋¢！あ（・一・・一・）｛1両両暴≧

　　　　　一院詔1嶽41｝ト≠諸点｝・・一…一一…・一一…一（6・）

　　区・一（、当。）（’一／・・2一ω）・・一・………一・一一一一・一一一・（62）

b）特別の場合，α雄0

　厚さ一定の場合はα鶉0で一般式が適用される。即ちξ1，δ2は（54），（55＞で与えられ，

区1，区1ノ，区2の値は第5報の働，卿，細で与えられる。§1。1，52．1は（56、，（57）で与え

られ式中区1，区2の値は次の様になるQ

　　　区・一回｛（恥・）一る撃端），｝＋・／・一・……・一・……………・一（63）

　　　区・一1（…一思＋．彦・・2一・）一・一一・一・…………・一・一…（64）

　§1，2，ξ2．2は（58＞，（59）で与えられ，式中の区ユ，区1ノ，区2の値は次の様になる。

　　　区・一（㌣♪｛（・＋・／・・）一窟ぢ｝＋餐…一一…・一一一一…（・5）
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　　　区・’一一禦｛1／・2＋翻｝一包・一一一…・一…………・・：一（66）

　　　区・雪（・一1加2）一一・一…一一…一一一・・一・…………一一（67）

c）　α＝2の場・・含

　δ1，亀は（54），155）で与えらオし，砂中の区1，殴ノ，区2の値は第5報（57），（58），（49）で

与えられる。§ロ，δ2．1は（56），（57）で与えられ，式中の区1，区2の値は第5報の（59），（60

で与えられる。乱2，§2．2は（58＞，（59）で与えられ，式中の区1，区1／，区2の値は次の様に

なる。

区・一
au占、φ，．ら〔£場｛qキ1繋｝り（1／～～，2－1／πφ1｝工）

　　　∫舗麟押（W一／，・φ・…り｝＋・｛1岩鵠吉当～一聯完需・峯！團

　　　　　運拷1…一・一・…・一一…・…・一一・一・……・一一一（68）

区・・一A（。、証，滞乃酷≒際輿謬テンゑ岬一腿1一・）

　　　一（φ襟穿り（・ル・一力・φ…）｝＋・膿渉1紹一器鍔貿1・9・〕

　　　　　一1／2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・一・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　（69）

　区2＝μ109π　……・……………　………………・・…・………………　………………・・…（70）

d）　α嵩4の場合

　区1，区1ノ，区2は一一般式が適用出来ない。δ1，δ2に対しては第5報（69），（70＞，（65）を用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へい，叉§1．1，δ2．1に就いては第5報（711，（72）を用いるQδL2，ε2．2のi式中の区1，区1ノ，区2

は次の様になるQ

区・一
Q（　　　　　　　？Z2ﾁ乙φ1　一ユ・一？τφ2　一一1）叡感舞｛（1キ誤おφ2）（・／μ／’・φド・）

　　　一（1＋畿彰禦（ユ／虐一1／’施磁）｝一号（P・・）｛1濃湯謬1

　　　　　一器ま綴綱〕＋・／・一・一一一一・一一一・一・…一一（・・）

区・・一 A（。、、鶏φジ巧〔一門1鴇｛⊆1謬鍵岬袖・一・）

　　　』蕎1鴇デΩ（・／・・一／・φ・近）路（1一・・2）｛器畿毫デ薯

　　　　　一1毒景趣～｝〕＋蓋覇…∴・・一…・・……・一・……………一∫…（72）

区・一燥P2一・）・………・・一…一……・一一一・・…・一・…………・一（73＞

　（56），（57）の忌1，§2の内周縁の式を書き’改めると，
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　　　｛δ…一（1｝ン）区・韮メ酬2迎＿1
　　　　｛（1十ン）区ユ｝2　　　　　　　　　　　　（区1／区2）2

　　　禦審1毒齢≠一諾ぎ器，一1

　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　図

・…
@7・…　一・・…　一一・・・・・・・…　（74）

No．4

1
∠

＼転

@＼
％21

@篭
　∠
^
／＼　＼

@　＼ﾌ2
ﾄ・

＼

　l
@l　　　／
@1　／／
_　1／

／　　　＿

@ε1
_いψ！

A

＼　／

Aノ ｛（ン1α＼ A　　　　εbε2

／
／

1
　
＼
　
　
＼
．
1

＼
／ 1 ＼

／
7

§ ＼＼

i ＼殴

ノ 書 ＼

　　　　　　　　　00ノ篇（1一レ）1♂1，　　0！A＝0／A！瓢（1＋レ）κ1

　　　　　　　　　0Aノ鵬2ンκヌ　　，　　　tanψ1＝1／（1＋ン）κ2

　面／ω2を縦座標に又歪1ユ，歪％を横座標に取ると，（74）は双曲線を表す事になり，δ1．・は

正の分．枝，δ2．1は負の分．枝で表されるQぐ第2図参照）

　　　　　　　　　　　　　5　軸方向の主歪，ε3

a）　一般の揚合

　軸方向歪は円板の厚さの変化を指示する。ε3は弾性法則に依って，σ1，σ2より求めら

れるQ

・3一一
ｪ（・・＋・・）…一・一・・一一・一・・…………・・一・一一（75）

第5報㈱のσ1，σ2の値を用いてン爾一ε3E／σi二§3と．羅いて，

　　　　δ3－2・区、……一…・…一・…………・…一…一．・…一…．……一…（76）

隠（商㍊砦鎧う〔　　（3＋ン）｛8一α（3十ン）｝｛（1鴇覇φ2）（・／・・一・／・・φドリλ・・一・

丁（1 ｱ些φ1）（・／…一・／，・φ・一・）λ・ド・｝

　　　　＋（μ2一α）（D・㊥｛（桟詮撃謡誕勉f1∫鵬準雛㌍納〕

　　　　　　　｛、聖潔習｝一一・一一…一・一一一一・一一（77）
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　δ3の内周縁の値をδ3．1とすると，

噛葛・ド薩・、∴蕾・5〔ボ獣ぎ翰｛q暮雨毒塑㊥・・＝・＝1）

　　　一（1＋り（1＋φ1　　（φ1＋レ））嘘・一・）｝・（、4の（・…・一・♪｛（封揚離～ω

　　　　　黙鵠塑｝〕一｛冷雨癖・…・一一一・一・一一・78・

　δ3の外周縁の値を概2とすると，

　ε3．念一一（　ン～？μ一2πψドエーγしφ2－1）〔｛9二＝薯｛圭詐～三フ：y｝｛≦＝1キ影豊≦器）『φ睾）（1／几2一ユ／7Lφ1－1）

　　　⊥影冷毒塑（・岬一1捌・一り｝＋ぐガ場（レが一・）浅才傷誇曽

　　　　　…濃1紹h，綴覇……一一一・一一一…・（79）

b）　特別の場合，α輝0

　一定厚の円板ではα篇0で，（a）の一般式にα瓢0と置いて求められる。

　　　　　・・イ禦（・＋梅2）一．壱（・棚・＋・〕一・…・一一一…・8・）

　　　　　・・．・⇒〔（3r》（・＋・／’・2）＝q躍＋・〕∴一一・…一…一一…（・ユ〉

　　　　　δ・．2⇒〔Q吉り（1＋・／，・・）一q壱ぬすμ〕・一一・一一一∵……β2）

c）　α躍2の場合

　（76）中の区1の値は第5報の（57）を用いる。

・・一
O・≒、、一・）〔鍔）｛（王＋紹寄）（・／・2一／・・φ・一り…一・

　　　≦鴇葦碧（肋2一／，zφ・一1）．λφ・…1｝＋・｛（1審ξ諜♂翠

　　　　　一（1＋φ2）（1＋のλφジエ　（φ2＋りπφド1｝1・9・〕一応｝書響一一一・一一一（83）

　ε3・1一ぐ弼雛三一＝＝＝工義孟「＝工ニー）〔§1～詰結｛（1＝≒き霧藝1≡碧量）三許＝1ノ）（1／～zφ2　一｝一1－1／～乃弱一一2）

　　　一（1鴇！鍔り（・／漉＋L・／…一・）｝㌔細（舗舞｝響

　　　　　無論辺｝1・・艦9毒髭塾・・一一一・・一一・一一・一（・・）

ξ…一
i研嵩φ　巧〔羨隅｛q尋乏鵠『ン≧（・／’μ／・・φ・一・）

　　　一（1キ1懸り（・／…一／・・φ・一・）｝ナ・｛ll調紹一癬φ多1雛！｝1・9・・

　　　　　一撃㌧1）一一・一一一一…一一一・一…一一・（85＞

　　但しφ1，φ2は㈲で与えられる。
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d）　α＝4の；場合

　区1の値は一般式が適用されるから，（a）の場合の諸式中にα瓢4と．置いて，δ3，δ3．1，

碗2が求められる。

　　　　　　　　　　　　　　　6　最大勢断歪，γm

　最大勢断歪γmは（54），（55）のε1，ε2の値を用いて，

　　　　　γm凱ε1一ε2

　　　　・蓄（・＋り／炉竃爾あ2一一・………・・…一一一・・86）

　然る蔭E，とGの関係i式，E篇2G（1十レ）を用いて，

　　　　　・・一召・・，／k1・磁、2爾ラ｝一一一一・一一一・一・（87）

第5報の㈱により最大勢断応力τmを代入すると，

　　　　　γm一τm／G　…・…………・・…………・………・・…・………………………・・（88）

（88）は勢断応力並に歪に関する弾性法則を示している。内周縁のγmの値をγm．1とする

と，

　　　　　・・．・舟（・＋・），／三三・＋区22（・／・舜一一一・一一一一（89）

或はγm．1E／σi＝γm．1として，

　　　　　（　　．γm．12α＋り区1）2（遥魁）2一・・…・・一一一一・・…・…一…（・・）

第　3　図
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　φ／ω2を縦座標に，叉テm．1を横座標セことると，（90）は双曲線を表す纂になる。　（第3図

参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　7　結　　　　言

　本報告では円板の変形状態を明かにするため変位と歪の式を求めた。（ユ）では勢断応

力に起因して生ずる円板の擬れ状態を調べ（2）では遠心力に起因する円板の半径方向の

紳び状態が明かになるQ（3）では垂薩歪εr，εθを求め，（4）では円板面内の主歪ε1，ε2を求

め（5｝では軸方向の主歪ε3を求めて円板の厚さの変化を調べたQ（6）では最大勢断歪γm

を求め℃　最大勢断応力τmとの関係を明かにした。第5報，並に第6報に述べた応

九変位，歪等に関する数値計算は追って報告する心算である。
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                              Summary

    THE DISPLACEMENTS AND STRAINS IN A ROTATING

            DISC WITH ANGULAR ACCELERATION

                         (6TH REPORT)

                         Yu　TAKEDA＊

            (Institute of Mechanical Engineering, Faculty of Engineeri.n.cr･ )

  A di,sc with hyperbolic profiie is often used in steam turbine practices. In the

previous paper (5th report), 'the principal stresses produced in the dlsc are obta-

ined and the limiting curves of its fail'ure are deduced using the vario'us theori-

es related to the failureo/f materials which are commonly recognized to date and

are compared with each other. In the present paper (6th report) the di,splace-

ments and strains are obtained in o,rder to examine the defoi"mation of disc pre-

cisely ; namely in (1) the tangential displacement that measgres the twist of dise,

i,n (2) the radial displacement that is a rneasure of increase o£ a radius, in (3),the

radial and hoop normal strai/ns, in (4) the two princlpal strains in the plane of

disk, in (5) the axial principal ･strain which indicates the change of disc thick-

ess, in (6) the maximum shearing strain･s that have a close relatiouship to the

maximum shearing stresses, are studied. The results o.f our mumerical calcula-

tlo.ns of stress and strain and displacement may fuliy be reported later.

X Frofessor o,f Shinshu University.


